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(57)【要約】
【課題】
　天板の側端面を覆うエッジ機能と天板の縁部の補強機
能を備えたエッジを天板の周縁部に設けるとともに、コ
ーナー部の施工が容易且つ綺麗であるテーブルのエッジ
付き天板装置を提供する。
【解決手段】
　脚で支持された単数の天板１又は複数連結した天板の
周縁部に、天板の側端面から下面縁部にかけて覆うエッ
ジ機能と天板の下面に取付ける中空の本体部４０からな
る補強機能とを備えたファンクションエッジ１２を設け
てなるテーブルにおいて、天板の長辺側に設けたファン
クションエッジと天板の短辺側に設けたファンクション
エッジとをコーナーブラケット１５で外面が連続するよ
うに連結してなる。コーナーブラケット１５とファンク
ションエッジ１２とは凹凸嵌合構造によって連結すると
ともに、コーナーブラケットを天板下面にネジ止めして
なる。
【選択図】　　　　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脚で支持された単数の天板又は複数連結した天板の周縁部に、該天板の側端面から下面
縁部にかけて覆うエッジ機能と前記天板の下面に取付ける中空の本体部からなる補強機能
とを備えたファンクションエッジを設けてなるテーブルにおいて、前記天板の長辺側に設
けたファンクションエッジと前記天板の短辺側に設けたファンクションエッジとをコーナ
ーブラケットで外面が連続するように連結してなることを特徴とするテーブルのエッジ付
き天板装置。
【請求項２】
　前記コーナーブラケットとファンクションエッジとは凹凸嵌合構造によって連結すると
ともに、前記コーナーブラケットを天板下面にネジ止めしてなる請求項１記載のテーブル
のエッジ付き天板装置。
【請求項３】
　前記ファンクションエッジの本体部の内側に、内方へ向けて開口した開口溝を備えた係
止レール部を形成し、前記天板のコーナー部に設ける棒脚を支持する脚ブラケットの外側
の両辺縁に天板から所定間隔を隔てた鍔部を形成し、前記ファンクションエッジの係止レ
ール部の開口溝を前記脚ブラケットの鍔部に係合させてなる請求項１又は２記載のテーブ
ルのエッジ付き天板装置。
【請求項４】
　前記脚ブラケットの外側角部に前記コーナーブラケットも内側部を嵌合してなる請求項
３記載のテーブルのエッジ付き天板装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テーブルのエッジ付き天板装置に係わり、更に詳しくはテーブルの天板で機
能的なエッジを周囲に有する天板装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数の天板を連設し、端部に位置する天板の外側端おいて棒脚あるいは脚板
で支持するとともに、天板の連結部においては中間脚で支持した構造のテーブルは各種提
供されている。また、天板の下面周縁部にビーム部材を配置して天板を補強するとともに
、コーナー部でビーム部材に連結した脚ブラケットに棒脚を固定する基本構造も公知であ
る。
【０００３】
　そして、天板の周囲に補強を兼ねたエッジ部材を設けたテーブルも各種提供されている
。例えば、特許文献１には、天板の周縁を抱くエッジ部と支持枠を一体に設けた枠構成部
材の直線要素を天板の周囲直線部に設け、コーナー部においてはコーナー要素を直線要素
に嵌合して連結し、そして直線要素の支持枠端部に脚の上端を連結した構造が開示されて
いる。前記直線要素は、アルミ押出し型材からなり、エッジ部は天板の側端面と上面縁部
を覆う形状となっている。前記直線要素には、補強機能を有する支持枠部分を備えている
が、それ以外の例えば配線機能やオプションを取付ける機能は備わってない。
【０００４】
　また、特許文献２には、上面内周部に沈下段部を有するとともに、沈下段部の下側に内
方へ向かって開口する配線用ダクトを有する中空の縁材を天板の直線部分に取付け、コー
ナー部では脚柱の上端に設けた結合ブロックの側方を向く突栓を縁材の側端開口部に嵌合
した構造のテーブルが開示されている。ここで、前記天板の下面縁部を段状に凹部を形成
し、該凹部に天板下面に取付けた縁材の突縁部が嵌合する構造であり、配線ダクトによる
配線機能は備えているものの、天板の端部を覆うエッジ機能は備えていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１１７８５４号公報
【特許文献２】実開平５－３９３３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、天板の側端面を覆う
エッジ機能と天板の縁部の補強機能を備えたエッジを天板の周縁部に設けるとともに、コ
ーナー部の施工が容易且つ綺麗であるテーブルのエッジ付き天板装置を提供する点にある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前述の課題解決のために、脚で支持された単数の天板又は複数連結した天板
の周縁部に、該天板の側端面から下面縁部にかけて覆うエッジ機能と前記天板の下面に取
付ける中空の本体部からなる補強機能とを備えたファンクションエッジを設けてなるテー
ブルにおいて、前記天板の長辺側に設けたファンクションエッジと前記天板の短辺側に設
けたファンクションエッジとをコーナーブラケットで外面が連続するように連結してなる
ことを特徴とするテーブルのエッジ付き天板装置を構成した（請求項１）。
【０００８】
　具体的には、前記コーナーブラケットとファンクションエッジとは凹凸嵌合構造によっ
て連結するとともに、前記コーナーブラケットを天板下面にネジ止めしてなることが好ま
しい（請求項２）。
【０００９】
　また、前記ファンクションエッジの本体部の内側に、内方へ向けて開口した開口溝を備
えた係止レール部を形成し、前記天板のコーナー部に設ける棒脚を支持する脚ブラケット
の外側の両辺縁に天板から所定間隔を隔てた鍔部を形成し、前記ファンクションエッジの
係止レール部の開口溝を前記脚ブラケットの鍔部に係合させてなることがより好ましい（
請求項３）。
【００１０】
　また、前記脚ブラケットの外側角部に前記コーナーブラケットも内側部を嵌合してなる
ことも好ましい（請求項４）。
【発明の効果】
【００１１】
　以上にしてなる請求項１に係る発明のテーブルのエッジ付き天板装置は、脚で支持され
た単数の天板又は複数連結した天板の周縁部に、該天板の側端面から下面縁部にかけて覆
うエッジ機能と前記天板の下面に取付ける中空の本体部からなる補強機能とを備えたファ
ンクションエッジを設けてなるテーブルにおいて、前記天板の長辺側に設けたファンクシ
ョンエッジと前記天板の短辺側に設けたファンクションエッジとをコーナーブラケットで
外面が連続するように連結してなるので、天板の周縁部を複数のファンクションエッジと
コーナーブラケットで取り囲んでエッジ機能により綺麗に処理することができ、またファ
ンクションエッジには補強機能を備えているので、天板を補強して剛性を高めることがで
きる。
【００１２】
　請求項２によれば、前記コーナーブラケットとファンクションエッジとは凹凸嵌合構造
によって連結するとともに、前記コーナーブラケットを天板下面にネジ止めしてなるので
、ファンクションエッジとコーナーブラケットを正確に接合することができる。
【００１３】
　請求項３によれば、前記ファンクションエッジの本体部の内側に、内方へ向けて開口し
た開口溝を備えた係止レール部を形成し、前記天板のコーナー部に設ける棒脚を支持する
脚ブラケットの外側の両辺縁に天板から所定間隔を隔てた鍔部を形成し、前記ファンクシ
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ョンエッジの係止レール部の開口溝を前記脚ブラケットの鍔部に係合させてなるので、フ
ァンクションエッジを天板下面へ取付ける作業において脚ブラケットの鍔部に係止レール
部を係合させて仮保持することができ施工が容易になり、またファンクションエッジの本
体部と係止レール部は剛性の高い補強機能となっている。また、ファンクションエッジの
本体部は中空部分をコーナーブラケットとの凹凸嵌合に利用することができる。
【００１４】
　請求項４によれば、前記脚ブラケットの外側角部に前記コーナーブラケットも内側部を
嵌合してなるので、外観性において脚ブラケットとコーナーブラケットの一体感が得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係るテーブルの全体斜視図である。
【図２】同じくテーブルの部分底面図である。
【図３】ファンクションエッジの部分斜視図である。
【図４】天板の端縁部にファンクションエッジを設けた状態の部分縦断面図である。
【図５】中間脚と縦ダクトの構造を示す部分分解斜視図である。
【図６】ファンクションエッジの連結部の構造を示す部分分解斜視図である。
【図７】同じくファンクションエッジの連結部の構造を示す部分底面図である。
【図８】天板の連結部の構造を示す一部省略した部分平面図である。
【図９】テーブルのコーナー部の構造を示す分解斜視図である。
【図１０】脚ブラケットの周りの構造を示す分解斜視図である。
【図１１】同じく脚ブラケットの周りの構造を示す分解平面図である。
【図１２】コーナーブラケットを示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は右側
面図、（ｄ）は斜視図である。
【図１３】他の実施形態のファンクションエッジを天板の端縁部に設けた状態の部分縦断
面図である。
【図１４】同じく他の実施形態のファンクションエッジとコーナーブラケットを天板の周
縁部に取付ける構造を示す部分分解斜視図である。
【図１５】他の実施形態のコーナーブラケットの斜視図である。
【図１６】コーナー部に位置するファンクションエッジの端部の拡大斜視図である。
【図１７】更に他の実施形態のコーナーブラケットをファンクションエッジとともに天板
の周縁部に取付けた状態の部分底面図である。
【図１８】同じく部分拡大底面図である。
【図１９】同じく分解平面図である。
【図２０】同じくコーナーブラケットを示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図１は本発
明に係るテーブルの全体斜視図、図２～図１１はその詳細を示し、図中符号１は天板、２
は棒脚、３は中間脚、４は縦ダクト、５はキャビネットをそれぞれ示している。
【００１７】
　本発明に係るテーブルの全体構成は、図１及び図２に示すように、複数の天板１，…を
連設し、端部に位置する天板１の外側端おいて棒脚２，２で支持するとともに、天板１，
１の連結部においては中間脚３で支持し、該中間脚３は縦ダクト４の一部を構成している
。前記天板１，…の下方空間はフットフリー、ワゴンフリーとなっており、棒脚２以外の
どの位置でも着座することができ、また引出し付きのキャビネット５を自由に配置するこ
とができ、前記縦ダクト４の前面側にも配置できるようになっている。
【００１８】
　前記棒脚２は、図２及び図１０に示すように、脚ブラケット６を介して天板１の下面に
取付けられ、両脚ブラッケト６，６間にエンドアーム７を連結している。前記中間脚３は



(5) JP 2014-79556 A 2014.5.8

10

20

30

40

50

、図２及び図５に示すように、上端に中間アーム８が側面視略Ｔ字状に取付けられ、該中
間アーム８は天板１，１の連結部に沿って配置されている。そして、隣接する前記中間脚
３，３の上端間には、図２及び図５に示すように、ファンクションビーム９，９が間隔を
置いて平行に連結され、更に前記エンドアーム７の中間部と中間脚３の上端間にもファン
クションビーム９，９が連結されている。そして、図２、図５～図７に示すように、前記
中間アーム８の先端には中間ブラケット１０，１０が固定され、前記各天板１，…を前記
中間脚３、脚ブラケット６、エンドアーム７、ファンクションビーム９、中間ブラケット
１０に載置し、前記脚ブラケット６を天板１下面にネジ止めするとともに、前記エンドア
ーム７、中間アーム８及び中間ブラケット１０に側設された取付片１１，…を用いて天板
１下面にネジ止めしている。
【００１９】
　更に、図１～図４に示すように、前記各天板１の縁部には、側端面から下面縁部を覆う
ようにファンクションエッジ１２が設けられ、直線状に連続する部分においては、図１、
図４、図６及び図７に示すように、両ファンクションエッジ１２，１２を平面視略Ｔ字形
の連結金具１３と断面略Ｌ字形の連結板１４とで連結するとともに、図１、図９～図１１
に示すように、前記連結金具１３を前記中間ブラケット１０に連結する一方、コーナー部
においては、交差する両ファンクションエッジ１２，１２の端部を４５度にカットし、そ
の端部をコーナーブラケット１５で連結している。そして、前記ファンクションエッジ１
２を天板１下面にネジ止めするとともに、前記コーナーブラケット１５も前記脚ブラケッ
ト６と同時に天板１下面にネジ止めする。
【００２０】
　次に、各部の詳細を更に説明する。本発明に係るテーブルの四隅に設けた前記棒脚２は
、図１０に示すように、前記脚ブラケット６を介して天板１の下面にネジ止めされる。前
記脚ブラケット６には、平面視略四角形であり、内方へ向いた角部に嵌合部１７を突設し
、角パイプで作成した前記エンドアーム７の端部を該嵌合部１７に外嵌し、ネジ止め連結
できるようになっている。また、前記脚ブラケット６には、前記嵌合部１７と対角位置に
ある他の角部に前記コーナーブラケット１５を接合できるようになっているとともに、こ
の角部の両側の辺縁に天板１から所定間隔を隔てた鍔部１８，１８を形成している。前記
棒脚２は、前記脚ブラケット６の下面に突設した円柱状の固定筒１９に外嵌し、上方から
挿通したネジで引き付けて連結している。
【００２１】
　また、本発明に係るテーブルの奥行方向の中央部で、前記天板１，１を連結する位置に
設けた前記中間脚３は、図５及び図８に示すように、前後両側に支脚２０，２０を間隔を
隔てて配置し、両支脚２０，２０の上端間に上向き開放した断面コ字形の支持杆２１を渡
設するとともに、下部間に連結杆２２を連結し、更にそれぞれの支脚２０の下端には左右
方向へ向いた接地杆２３を逆Ｔ字状に設け、該接地杆２３の両端部にはアジャスター２４
，２４を設けた構造である。前記支脚２０は、断面コ字形の杆体２５，２５を左右に配し
、前記支持杆２１は両杆体２５，２５の上端に挟むように固定し、両杆体２５，２５を囲
むように側板２６が設けられている。
【００２２】
　そして、図５に示すような前記中間アーム８の中央部を、前記中間脚３の支持杆２１の
凹溝内に嵌合し、下方からネジ止めしている。前記中間アーム８は、角パイプで形成され
、両端部に前記中間ブラケット１０，１０を取付け、中間部には前記取付片１１，…の他
に前記中間脚３の近傍位置に偏平な連結片２７，２７を設けている。また、前記中間脚３
の両支脚２０，２０の上端左右両側には、前記ファンクションビーム９の端部を外嵌して
ネジ止め連結するための嵌合部２８，２８を突設している。
【００２３】
　前記縦ダクト４は、前記中間脚３を用いて構成されている。前記縦ダクト４は、図５に
示すように、両支脚２０，２０の間に、上段コード受け２９を前記支持杆２１に吊止部材
３０を用いて吊り下げ状に設けるとともに、下段コード受け３１を高さ調節可能に設け、



(6) JP 2014-79556 A 2014.5.8

10

20

30

40

50

更に前記中間脚３の両支脚２０，２０と上段コード受け２９及び下段コード受け３１を取
り囲むように一対のダクトカバー３２，３２を対向配置し、該ダクトカバー３２，３２の
両端縁部を両支脚２０，２０の外側側面に係着手段にて着脱可能且つ取付位置を側方へ変
更可能に設けて構成されている。尚、前記縦ダクト４に対応する天板１にはコード引出し
口を設けても良い。
【００２４】
　前記ファンクションエッジ１２は、図３及び図４に示すように、前記天板１の側端面か
ら下面縁部にかけて覆う形状になっており、複数の機能を備えている。先ず、前記ファン
クションエッジ１２は、前述の文字通り天板１のエッジ機能、天板１の補強機能、タップ
を備えた接続ユニット等を取付けるオプション取付機能を備えている。前記ファンクショ
ンエッジ１２は、アルミ押出し型材で作成されており、前記天板１の下面に接合する基板
３３の前端から立ち上がり前記天板１の側端面を覆う側面板３４を有し、該側面板３４の
上縁から内方へ前記天板１の上面縁部を僅かに覆うことが可能な幅の狭い保護片３５を延
設し、エッジ機能を構成している。そして、前記ファンクションエッジ１２の基板３３を
前記天板１の下面に取付け、前記側面板３４で天板１の側端面を覆い、前記保護片３５を
天板１の上面端縁に係合した状態で配置する。このように、前記天板１の側端部が完全に
ファンクションエッジ１２で覆われるので、該天板１の端部は切りっ放しで良く、特別な
加工は不要となる。そのため、天板１は厚みさえ合わせれば、層構造は任意にでき、図示
したように、木製のベース部１Ａの上にガラス板１Ｂを接合した複合板にも対応できる。
【００２５】
　更に、前記ファンクションエッジ１２は、前記側面板３４から下方へ延長し、それから
後方へ前記基板３３と平行に延びた下面板３６を有し、該下面板３６の後端に下方へ垂下
板３７を形成し、前記基板３３の後端部から垂下した後面板３８と前記垂下板３７の下端
を底面板３９で連結して、中空の断面略Ｌ字形の本体部４０を形成し、補強機能を構成し
ている。
【００２６】
　そして、前記ファンクションエッジ１２は、前記基板３３の後方延長部と前記底面板３
９の後方延長部の両端部から互いに接近する方向に延びた上下の係止板４１，４１と両係
止板４１，４１の間に開口溝４２を備えた内部に空間を有する係止レール部４３を形成し
、オプション取付機能を構成している。尚、前記係止板４１，４１の端部には、それぞれ
外側、つまり天板１の端部側へ向けて延びた補強片４４を形成し、前記係止板４１とで断
面略Ｌ字状の係止レール部４３を構成している。勿論、前記係止レール部４３も補強機能
の一部を構成する。更に、前記下面板３６の前後中間位置に凹溝４５を形成するとともに
、該凹溝４５の開口縁に対応する前記下面板３６の部分を延長して突片４６，４６を形成
し、第二のオプション取付機能を構成している。つまり、本実施形態では、前記ファンク
ションエッジ１２は、前記天板１の下面に取付ける補強機能を備えた中空の本体部４０を
有するとともに、該本体部４０の内側に後方へ向いた係止レール部４３を有し、該係止レ
ール部４３を用いて他部材を取付けるオプション取付機能を備えているのである。更に、
前記ファンクションエッジ１２の本体部４０の下面に、開口縁に突片４６，４６を有する
凹溝４５を形成して、第二のオプション取付機能としている。
【００２７】
　更に詳しくは、前記ファンクションエッジ１２を前記天板１の下面にネジ止めするには
、前記凹溝４５内に開口４７を形成し、それに対応する基板３３に取付孔４８を形成し、
前記開口４７から挿入したネジ４９を取付孔４８に挿入して天板１の下面に埋設したオニ
メナット等に螺合する。ここで、前記開口４７は、ネジ４９の頭部４９Ａが通過するのに
十分な大きさを有し、前記ネジ４９を天板１の下面へ螺合した状態でも頭部４９Ａが凹溝
４５内に突出しないように寸法設定され、ネジ４９の存在を目立たなくしているとともに
、前記凹溝４５を利用する場合に支障がないようにしている。尚、前記凹溝４５は、本発
明に係るテーブルを移動させる際に、指を掛ける場合にも利用できる。
【００２８】
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　次に、前記天板１，１の接合部において、隣接する前記ファンクションエッジ１２，１
２を前記連結金具１３と連結板１４を用いて直線状に連結する構造を図６及び図７に基づ
いて説明する。前記連結金具１３は、厚さの厚い金属板からなる縦長断面四角形の芯金５
０の中央部に挿入杆５１を平面視略Ｔ字形に側設し、前記芯金５０の両側部には前後に開
口した二つの螺孔５２，５２を形成するとともに、前記挿入杆５１にも上下に開口した螺
孔５３，５３を形成している。前記挿入杆５１は上向きに開口した断面略コ字形の部材で
あり、内部にナットを溶接し、該ナットに連通する通孔を底面に形成して前記螺孔５３，
５３とした。また、前記連結板１４は、厚さの薄い金属板を折曲形成した部材であり、幅
の広い垂直片５４と幅が狭い水平片５５とからなる。
【００２９】
　前記ファンクションエッジ１２の本体部４０には、前記垂下板３７、後面板３８、底面
板３９及び基板３３で囲まれた縦長の嵌合空間５６が形成され、該嵌合空間５６に前記連
結金具１３の芯金５０の半分が嵌合される。この際、前記挿入杆５１は、前記後面板３８
と、上側の係止板４１及び補強片４４の一部に形成した切欠部５７を通して内側、つまり
天板１の中央側へ向けて開口溝４２から突出する。また、前記ファンクションエッジ１２
の側面板３４と基板３３の内側に沿って形成した嵌合部５８に前記連結板１４が嵌入され
る。前記ファンクションエッジ１２の側面板３４の近傍に嵌合部５８を設け、直線状に隣
接する両ファンクションエッジ１２，１２の嵌合部５８に連結板１４の両端部を嵌入する
ことで、位置ずれを端縁に近いところで防止でき、より正確に連結できる。前記嵌合部５
８は、前記側面板３４の内側上端に形成した下向き係合溝５９と、前記基板３３の手前側
の外側縁部に設けた段落ち部６０に形成した外向き係合溝６１とで構成している。図４に
示すように、前記ファンクションエッジ１２を前記天板１に取付けた際に、前記天板１の
側端面と側面板３４及び基板３３の段落ち部６０との間に断面略Ｌ字形の空間が形成され
、この空間内に前記連結板１４を挿入して、垂直片５４の上縁を前記下向き係合溝５９に
係合するとともに、水平片５５の端部を前記外向き係合溝６１に係合する。そして、前記
ファンクションエッジ１２の開口溝４２内で、前記後面板３８に形成した通孔６２，６２
から挿入したネジ６３，６３を前記芯金５０の螺孔５２，５２に螺合して強固に両ファン
クションエッジ１２，１２を連結するとともに、前記連結板１４を前記嵌合部５８に嵌合
することにより、側面板３４と保護片３５に位置ずれが無く連結することができる。そし
て、前記連結金具１３の挿入杆５１は、前記中間ブラケット１０の先端面に開口した支持
孔６４に嵌入し、該中間ブラケット１０の下方から挿入したネジ６５，６５を前記螺孔５
３，５３に螺合して連結する。
【００３０】
　また、テーブルのコーナー部においては、図９～図１１に示すように、前記コーナーブ
ラケット１５の基部には、前記ファンクションエッジ１２の嵌合空間５６に嵌入する嵌合
片６６，６６を両側に突設するとともに、コーナー部のＲ面を形成するコーナー端面板６
７に前記嵌合部５８に係合する断面略Ｌ字形の係合片６８，６８を両側に突設している。
前記ファンクションエッジ１２を天板１のコーナー部に取付けるには、前記係止レール部
４３の端部の開口溝４２を前記脚ブラケット６の鍔部１８に係合させて仮支持しながら、
他端側を前記連結金具１３と連結板１４を用いて他のファンクションエッジ１２に連結し
、そして側端に位置するファンクションエッジ１２の両端部に前記コーナーブラケット１
５，１５を前述のように嵌合した状態で、該ファンクションエッジ１２の開口溝４２を両
側の脚ブラケット６，６の鍔部１８，１８に係合すると同時に、両コーナーブラケット１
５，１５の嵌合片６６と係合片６８を前後縁に設けた前記ファンクションエッジ１２，１
２の端部に嵌合し、それから前述のように、ネジ４９，…で天板１の下面に螺合する。
【００３１】
　本実施形態の前記コーナーブラケット１５を図９～図１２に基づいて更に詳しく説明す
る。前記コーナーブラケット１５は、天板１のコーナー部において直交する両ファンクシ
ョンエッジ１２，１２の端部間を埋める形状のブロック体６９の外側部に前記コーナー端
面板６７を前記ファンクションエッジ１２の側面板３４と外面が連続するように形成する
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とともに、内側部は前記脚ブラケット６の外側部に嵌合し、外形において連続するように
なっている。つまり、前記コーナーブラケット１５のブロック体６９の内側部で下端に係
合板７０を内側へ向けて突設し、該係合板７０を前記脚ブラケット６の外側角部で固定筒
１９の外側下面に接合するようになっている。そして、前記ブロック体６９と係合板７０
には上下に貫通した取付孔７１，７１を形成し、図示しないネジを該取付孔７１，７１に
下方から挿通して前記天板１の下面にネジ止めする。ここで、前記係合板７０は前記脚ブ
ラケット６と外側角部と一緒にネジ止めする。本実施形態の前記コーナーブラケット１５
は、前記ブロック体６９は前記ファンクションエッジ１２の端部を４５度にカットしてい
るから両縁は平行な形状であり、該ブロック体６９の基部から前記嵌合片６６，６６が直
交方向に一体的に突設するとともに、前記コーナー端面板６７の両端から前記係合片６８
，６８が一体的に突設されている。
【００３２】
　図１３には前記ファンクションエッジ１２を他の実施形態を示している。本実施形態の
ファンクションエッジ１２は、前記天板１上にこぼした水等の液体が前記保護片３５と天
板１の隙間から浸入し、基板３３の上に溜まることを防止できる構造とした。この場合、
前記天板１の下面縁部を斜めにカットして面取り部７２を形成している。そして、前記フ
ァンクションエッジ１２は、前記基板３３の手前側部分を前記面取り部７２に対応した傾
斜板７３とし、該傾斜板７３の中間部に全長にわたり排水溝７４を形成し、該排水溝７４
と下面板３６との適所に排水孔７５，７５を形成している。その他の構造で前述のものと
異なるところは、前記下面板３６の手前端部分を下方へ膨出させ（膨出部３６Ａ）、その
後方に前記垂下板３７に至るまでを凹溝４５とし、前記本体部４０の中空部の手前端（外
側縁部）に上下に対向させて係合溝５９，６１を形成し、嵌合部５８としたところにある
。尚、前記凹溝４５の開口縁には突片４６を設けない。この場合、前記下面板３６の手前
側膨出部３６Ａは前記凹溝４５に指を掛けるのに適したものとなり、また内部は樋状にな
るので排水溝としての機能を有し、こぼれた液体は最終的にこの膨出部３６Ａに形成され
た排水孔７５から外部に排水される。また、前記ファンクションエッジ１２，１２同士を
連結する場合、係止レール部４３に沿って形成された嵌合空間５６には前記同様な連結金
具１３の芯金５０を挿入するが、前記本体部４０の内部に設けた前記嵌合部５８には単純
な厚板状の連結板１４を上下の係合溝５９，６１に係合させて挿入する。その他の構造は
前記同様であるので、同一符号を付してその説明は省略する。
【００３３】
　次に、図１４～図１６に基づいて、他の実施形態のファンクションエッジ１２とコーナ
ーブラケット１５とを用いて天板１のコーナー部を処理する構造を説明する。本実施形態
のコーナーブラケット１５は、平面視略Ｌ字形のブロック体７６の外側面に前記ファンク
ションエッジ１２の側面板３４と外面が連続するようにコーナー端面板７７を形成すると
ともに、内側部に前記棒脚２の受け入れる平面視略Ｕ字形の嵌合凹部７８を形成し、該ブ
ロック体７６の両端に直交する方向に嵌合板７９，７９を突設している。尚、前記ブロッ
ク体７６の両端面は直交している。ここで、前記両嵌合板７９，７９の外側端部、即ち前
記コーナー端面板７７に連続する部分を互いに平行になるようにカットして挿入縁８０を
形成している。また、前記コーナーブラケット１５のブロック体７６の中央部には上下に
貫通した取付孔８１を形成している。
【００３４】
　一方、前記ファンクションエッジ１２は、断面形状が図１３に示されたものであるが、
端部を直角にカットするとともに、内側の係止レール部４３から本体部４０にかけて前記
棒脚２を逃がすための円弧状切欠部８２を形成している。また、本実施形態の脚ブラケッ
ト６は、外側角部が前記棒脚２の外形に一致し、その部分から前記鍔部１８，１８が両辺
縁に沿って延びている。
【００３５】
　そして、前記ファンクションエッジ１２，１２とコーナーブラケット１５を天板１の周
縁部に取付けるには、先ずコーナー部を挟んだ天板１の両辺縁（長辺側と短辺側）に前記
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ファンクションエッジ１２，１２を配置し、前記係止レール部４３の開口溝４２を前記脚
ブラケット６の鍔部１８に係合させるとともに、円弧状切欠部８２を前記棒脚２に外接し
て天板１の下面にネジ止めする。それから、前記コーナーブラケット１５を両ファンクシ
ョンエッジ１２，１２の端部間に、１３５度方向から挿入すると、両端の嵌合板７９，７
９は、各ファンクションエッジ１２の基板３３と凹溝４５を形成した部分の空間部８３に
嵌入する。この際、前記嵌合板７９に挿入縁８０を設けているので、前記ファンクション
エッジ１２のコーナー端面板７７に干渉することがなく嵌合板７９を空間部８３に嵌入す
ることができる。そして、前記コーナーブラケット１５の平面視略Ｕ字形の嵌合凹部７８
が、前記棒脚２に外接するとともに、前記コーナー端面板７７が前記ファンクションエッ
ジ１２の側面板３４に面一に接合する。最後に、前記コーナーブラケット１５を取付孔８
１に下方から挿通したネジで天板１の下面にネジ止めする。
【００３６】
　逆に、前記コーナーブラケット１５を天板１のコーナー部に取付けた後、天板１の長辺
縁と短辺縁にそれぞれ前記ファンクションエッジ１２，１２と順次取付けることも可能で
ある。この場合、前記ファンクションエッジ１２の内側部に円弧状切欠部８２を形成した
ことにより、前記係止レール部４３の底面に相当する後面板３８が切り欠かれているので
、前記嵌合板７９を空間部８３に受け入れることができる。
【００３７】
　また、図１４に示すように、前記棒脚２の下端には、アジャスター８４を目立たないよ
うに設けている。具体的には、前記アジャスター８４は、脚パイプ８５の内部で下端より
やや上方位置に受板８６を固定し、該受板８６にアジャスター８４の螺軸を螺合している
。つまり、通常の使用状態で、前記アジャスター８４を床面に接地すると、前記脚パイプ
８５の下端が床面から僅かに浮いた状態になり、内部に位置するアジャスター８４が隠蔽
されるのである。
【００３８】
　図１７～図２０に示したものは、コーナーブラケット１５の更に他の実施形態である。
本実施形態のコーナーブラケット１５は、平面視略Ｌ字形のブロック体８７の外側面に前
記ファンクションエッジ１２の側面板３４と外面が連続するようにコーナー端面板８８を
形成するとともに、内側部に前記棒脚２及び脚ブラケット６を受け入れることができるよ
うになっており、両端部は前述の実施形態のものと異なり直線状である。本実施形態も前
記ブロック体８７の両端面は直交し、そして該ブロック体８７の両端に直交する方向に嵌
合板８９，８９を突設している。また、前記コーナーブラケット１５のブロック体８７の
上面は外周部から内周部にかけて下った傾斜面９０となっており、前記天板１の縁部から
浸入した水等の液体を傾斜面９０の低位側に導き、内周縁から棒脚２に沿って下方へ排水
できるようになっている。前記コーナーブラケット１５の傾斜面９０には、前記天板１の
下面へネジ止めするための取付孔９１，…を中央部と両端部に上下貫通させて形成すると
ともに、該取付孔９１の周囲部をその他の部位よりも高位に設定すべく、前記傾斜面９０
から突出した取付台９２を形成している。
【００３９】
　本実施形態のファンクションエッジ１２は、図１３に示した実施形態と同じであるが、
端部は単純に直角にカットしたままのものである。前記ファンクションエッジ１２の端面
の横幅は、前記コーナーブラケット１５の端面の横幅よりも広く、前記係止レール部４３
の端部が露出するので、この係止レール部４３の溝を利用して円弧状の補填材９３，９３
を嵌合し、前記コーナーブラケット１５の内周部とで前記棒脚２の脚パイプ８５を受け入
れる平面視略Ｕ字形の嵌合凹部を構成している。ここで、前記補填材９３は、前記係止レ
ール部４３に嵌合する挿入部９４は、一部が前記コーナーブラケット１５の端面に重なる
ような形状とし、先ずファンクションエッジ１２の端部に補填材９３を嵌合し、次いでコ
ーナーブラケット１５を嵌合することにより、当該補填材９３が脱落しないようにしてい
る。また、前記棒脚２の脚パイプ８５と補填材９３との間の隙間を８ｍｍ以内にすること
により、該隙間に指が嵌らないように設定している。その他の構成は、前記同様であるの
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で、同一構成には同一符号を付して、その説明は省略する。
【００４０】
　本実施形態のコーナーブラケット１５と前記ファンクションエッジ１２を、天板１の周
囲に取付けるには、図１９に示すように、先ず天板１の長辺側の縁部に前述のように、端
部に前記補填材９３を嵌合したファンクションエッジ１２を取付ける。それから、前記天
板１の短辺側の縁部に取付けるファンクションエッジ１２の両端に前記コーナーブラケッ
ト１５の一端と補填材９３を嵌合した後、該コーナーブラケット１５の他端を長辺側の縁
部に予め取付けたファンクションエッジ１２の端部に嵌合し、それから取付孔４８，９１
，…を利用して天板１の下面にネジ止めして取付ける。
【符号の説明】
【００４１】
１　天板、　　　　　　　　　１Ａ　ベース部、
１Ｂ　ガラス板、　　　　　　２　棒脚、
３　中間脚、　　　　　　　　４　縦ダクト、
５　キャビネット、　　　　　６　脚ブラケット、
７　エンドアーム、　　　　　８　中間アーム、
９　ファンクションビーム、　１０　中間ブラケット、
１１　取付片、　　　　　　　１２　ファンクションエッジ、
１３　連結金具、　　　　　　１４　連結板、
１５　コーナーブラケット、
１７　嵌合部、　　　　　　　１８　鍔部、
１９　固定筒、　　　　　　　２０　支脚、
２１　支持杆、　　　　　　　２２　連結杆、
２３　接地杆、　　　　　　　２４　アジャスター、
２５　杆体、　　　　　　　　２６　側板、
２７　連結片、　　　　　　　２８　嵌合部、
２９　上段コード受け、　　　３０　吊止部材、
３１　下段コード受け、　　　３２　ダクトカバー、
３３　基板、　　　　　　　　３４　側面板、
３５　保護片、　　　　　　　３６　下面板、
３７　垂下板、　　　　　　　３８　後面板、
３９　底面板、　　　　　　　４０　本体部、
４１　係止板、　　　　　　　４２　開口溝、
４３　係止レール部、　　　　４４　補強片、
４５　凹溝、　　　　　　　　４６　突片、
４７　開口、　　　　　　　　４８　取付孔、
４９　ネジ、　　　　　　　　４９Ａ　頭部、
５０　芯金、　　　　　　　　５１　挿入杆、
５２　螺孔、　　　　　　　　５３　螺孔、
５４　垂直片、　　　　　　　５５　水平片、
５６　嵌合空間、　　　　　　５７　切欠部、
５８　嵌合部、　　　　　　　５９　係合溝、
６０　段落ち部、　　　　　　６１　係合溝、
６２　通孔、　　　　　　　　６３　ネジ、
６４　支持孔、　　　　　　　６５　ネジ、
６６　嵌合片、　　　　　　　６７　コーナー端面板、
６８　係合片、　　　　　　　６９　ブロック体、
７０　係合板、　　　　　　　７１　取付孔、
７２　面取り部、　　　　　　７３　傾斜板、
７４　排水溝、　　　　　　　７５　排水孔、
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７６　ブロック体、　　　　　７７　コーナー端面板、
７８　嵌合凹部、　　　　　　７９　嵌合板、
８０　挿入縁、　　　　　　　８１　取付孔、
８２　円弧状切欠部、　　　　８３　空間部、
８４　アジャスター、　　　　８５　脚パイプ、
８６　受板、　　　　　　　　８７　ブロック体、
８８　コーナー端面板、　　　８９　嵌合板、
９０　傾斜面、　　　　　　　９１　取付孔、
９２　取付台、　　　　　　　９３　補填材、
９３　補填材、　　　　　　　９４　挿入部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図１３】 【図１４】
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